
国土交通省政策会議（第７回）議事要旨

１．日時 平成２２年１月１２日（火）１４：００～１５：００

２．場所 中央官庁合同庁舎第３号館（国土交通省）１０階共用大会議室

３．出席者

【国土交通省】馬淵澄夫副大臣

長安豊大臣政務官、三日月大造大臣政務官、藤本祐司大臣政務官

４．議題

・平成22年度国土交通省関係予算について

・平成22年度税制改正大綱について

・次期通常国会提出予定法律案について

・その他（新成長戦略（基本方針）における主な国土交通省関連施策）

５．議事要旨

（１）挨拶

（２）議事要旨

○配付資料に沿って説明

○質疑

（３）出席議員からの主な意見

【平成22年度国土交通省関係予算について】

・ 高速道路の無料化について、新聞報道で、上限料金制度の導入に関する記

事があるが事実関係はどうか。

・ 高速道路をほとんど利用していないと思われる軽自動車については、例え

ば短距離を１００円とする割引制度を導入すれば増収の効果があると思われ

るので、検討していただきたい。

・ 新たに創設される社会資本整備総合交付金について、具体的な仕組みを教

えてほしい。

・ スーパー堤防計画については、地元で反対意見もあるが、今後どのように

取り扱うのか。これから検討していくということであれば、事業を実施して

いないところについては凍結等の措置が必要と思われるがどうか。



【次期通常国会提出予定法律案について】

・ 国幹会議廃止後、案件は道路分科会にかけるのか。また、廃止することに

よってどのような変化があるのか。

・ ＪＡＬ法について、法的整理との報道が出ているが、どのような経緯か。

【その他（新成長戦略（基本方針）における主な国土交通省関連施策）】

・ 空港、港湾の選択と集中とあるが、港湾については、日本の産業を牽引し

ている自動車の位置づけが低い。部品については、コンテナの中に入ってい

るが、完成品については（議論の対象に）入っていないのか。

・ 検討会議の中で議論に挙げられればということは、検討会議のメンバーか

ら提案がなければ、入らないということか。

～以上～


